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於保ふれあいサロン
毎月第１月曜日

於保公民館

旧校舎で穏やかな時空間の流れるサロン 12月「リース」作り
偶数月 第１水曜日 大和公民館

大和町連区地域づくり協議会主催、町会長協議会、民生児童

委員・児童育成協議会、老人クラブ連合会、社協大和支会の

協力による連区全住民を対象にしたふれあいサロンです。

毛受ふれあいサロン
毎月第4日曜日

毛受公民館

楽しさ満載ほかほかサロン 9月「ぬり絵ｶﾚﾝﾀﾞｰ」作り

花池ふれあいサロン
毎月第4月曜日

花池公民館

歴史を持つ味わいのあるサロン 11月「キーホルダー」作り

毎月第1木曜日

住吉公民館

あつき思いに包まれ4年目に入ったサロン 12月「ﾘｰｽ飾り」作り

第18号

毎月第3日曜日 馬引公民館

熱気あふれる笑顔いっぱいサロン 12月「天使」作り

馬引ふれあいいけいけサロン

ニコニコサロン

とびらを開けてあなたを待っております。大和町連区には、皆さんの近所に誰でも気軽に集い、楽しくふれあいながら、

仲間づくり・居場所づくり・生きがいづくりを目的とする「ふれあいサロン」が町内ごとに誕生しています。
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☆彡 散策場所 戸塚『七ツ石古墳』
🚉 名鉄名古屋本線 妙興寺駅下車 南西1200m徒歩15分

大
和
町
戸
塚
町
内
の
ほ
ぼ
中
央
の
道
路
沿

い
に
十
八
個
の
石
が
集
め
ら
れ
「
七
ツ
石
」
と

呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
る
。

別
名
を
剣
研
石
（
け
ん
と
ぎ
い
し
）
と
言
う
。

『
尾
張
名
所
図
会(

お
わ
り
め
い
し
ょ
ず
え)

』

に
も
、
現
在
と
同
じ
様
子
で
描
か
れ
て
お
り
、

昔
か
ら
有
名
な
伝
承
地
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

東
征
か
ら
戻
っ
た
「
日
本
武
尊
」
は
、
尾
張

に
滞
在
し
、
伊
吹
山
に
荒
ぶ
る
神
が
い
る
と

聞
い
て
退
治
に
旅
立
つ
。
途
中
、
自
分
の
持
っ

て
い
た
剣
を
当
地
の
石
で
研
く
。
そ
の
表
面

が
平
滑
に
加
工
さ
れ
て
い
る
痕
跡
を
残
し
、

自
然
石
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
そ
こ

で
、
昔
の
人
は
、
そ
の
滑
ら
か
な
平
面
を
見
て

「
砥
石
」(

と
い
し)

を
連
想
し
て
、
伝
説
と
結
び

つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

現
在
の
研
究
で
は
、
ち
ょ
う
ど
横
穴
式
石

室
と
し
て
手
頃
な
大
き
さ
で
、
一
部
の
石
は

平
滑
に
加
工
さ
れ
て
お
り
、
破
壊
さ
れ
た
古

墳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
北
に
お
よ
そ
5
0
0
m
の
「
宮
地
花

池
字
下
り
松
」
に
、
「
日
本
武
尊
」
が
松
に
笠
を

か
け
て
休
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
「
笠
懸
の

松
」
が
あ
る
。

(

参
照
：
日
本
伝
承
大
艦)

大
和
連
区
交
通
安
全
会
は
、

一
宮
警
察
署
、
交
通
安
全
会
役
員
、

学
校
関
係
者
を
は
じ
め
町
内
の
方

の
協
力
の
下
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
等

の
着
用
励
行
と
交
通
安
全
意
識
高

揚
を
目
的
と
し
て
関
所
を
開
設
し

て
い
る
。

十
一
月
二
十
二
日
、

「
一
時
停
止
・
横
断
者
保
護
」
「

な
が
ら
ス
マ
ホ
、
な
が
ら
運
転
注

意
」
を
呼
び
か
け
た
。

ながらスマホ禁止

シルバー教養講座 「社会見学」(11月28日)

遠州一宮・小國神社と焼津温泉

高齢者の生きがいと健康づくり推進協議会

大和支部監事 内田 清

シ
ル
バ
―
教
養
講
座
は

一
宮
市
高
齢
者
の
生
き
が

い
と
健
康
づ
く
り
推
進
協

議
会
大
和
支
部
が
主
催
す

る
事
業
で
大
和
老
連
の
方

方
が
中
心
に
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
。

九
月
二
十
六
日
よ
り
七

回
の
講
座
と
二
回
の
料
理

教
室
が
開
催
さ
れ
十
回
目

に
講
座
の
ま
と
め
と
し
て

十
一
月
二
十
八
日
に
社
会

見
学
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

百
九
名
、
バ
ス
三
台
で

遠
州
一
宮
・
小
國
神
社
と

焼
津
温
泉
に
出
か
け
ま
し

た
。
好
天
に
恵
ま
れ
参
加

者
の
気
分
も
高
揚
、
笑
顔

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

小
國
神
社
は
、
開
運
・

縁
結
び
神
社
と
し
て
有
名

な
名
刹
、
参
道
及
び
宮
川

沿
い
の
見
事
な
紅
葉
を
楽

昔、子どもの頃

石の上で鬼ごっこ

をしていたよ。

し
み
な
が
ら
参
拝
、
こ
と

ま
ち
横
丁
な
ど
を
各
自
自

由
散
策
し
ま
し
た
。
焼
津

温
泉
で
は
、
新
鮮
な
海
の

幸
に
堪
能
し
、
食
後
の
温

泉
で
日
頃
の
疲
れ
を
癒
や

し
ま
し
た
。

帰
り
は
お
魚
セ
ン
タ
ー

に
立
ち
寄
り
海
産
物
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
。
バ
ス
の
中
は
、

お
互
い
に
話
も
弾
み
和
や

か
な
空
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
心
も
満
た
さ
れ
取
っ

て
置
き
の
一
日
に
な
り
ま

し
た
。

成人学習講座社会見学(11月24日)
成人学習部 部長 内田 茂

ニ
ュ
ー
ア
ル
中)

も
尋
ね

ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
の

進
む
今
日
に
比
べ
、
時
間

の
ゆ
っ
た
り
流
れ
て
い
る

時
代
、
人
と
人
と
の
絆
が

強
く
あ
っ
た
時
代
「
昭
和

三
十
年
代
」
に
思
い
を
馳

せ
、
里
山
の
暮
ら
し
に
触

れ
、
皆
さ
ん
と
ゆ
っ
た
り

と
散
策
し
ま
し
た
。
蚕
を

飼
っ
て
い
た
農
家
、
蚊
帳

を
つ
っ
て
い
た
民
家
、
駄

菓
子
屋
等
を
見
学
し
て
、

懐
か
し
い
時
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。

土
産
物
店
で
は
、
皆
さ

ん
楽
し
そ
う
に
ご
家
族
に

お
土
産
を
購
入
し
て
み
え

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
と
役
員
一
同
有
意
義

な
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
よ
り
充
実
し
た
人
生

を
お
く
る
た
め
に
」
を
学

習
主
題
と
し
て
、
大
和
公

民
館
で
十
月
十
二
日
よ
り

五
講
座
を
受
講
後
十
一
月

二
十
四
日
六
十
六
名
の
参

加
で
社
会
見
学
に
出
発
し

ま
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
宋
休
寺

は
、
関
市
に
あ
る
天
台
宗

の
寺
院
で
、
通
称
「
関
善

光
寺
」
と
言
わ
れ
、
と
て

も
紅
葉
が
き
れ
い
で
し
た
。

本
堂
の
下
に
日
本
で
唯
一

の
卍
型
の
戒
壇
が
あ
り
、

多
く
方
が
戒
壇
巡
り
を
し

ま
し
た
。
五
郎
丸
ポ
ー
ズ

に
似
て
話
題
の
仏
像
「
宝

冠
大
日
如
来
」
が
安
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
年
代
の
里
山

の
風
景
を
再
現
し
た
場
所

「
日
本
昭
和
村
」(

現
在
リ


